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特別日課　委員会④
心臓検診（１年）

管内子ども交流事業

特別日課　係活動④
会場設営

運動会座席取り（１８：００～）

運動会

振替休業日

保護者面談（７／２７まで）

歯科検診（１年）

歯科検診（５年）

特別日課　係活動①
歯科検診（６年）

運動会全体練習
歯科検診（４年）

絵本読み聞かせ

特別日課　係活動②

特別日課　運動会全体練習
係活動③　歯科検診（３年）

歯科検診（２年）

運動会総練習

日 曜 行　　事

遠足
町P連総会

町会（講話）
運動会特別時間割開始

内科検診（３年）

運動の日
内科検診（２年）

生きがい大学
内科検診（１年）

特別日課
委員会③

童話「青い鳥」はメーテルリンクの有名な童話です。二人の子ども

（兄、妹）が「幸せの青い鳥」を探しに旅に出ます。捕まえることが

できないまま旅は終えます。お母さんに起こされます。朝です。二人

は家のベッドの中にいました。かごを見ると「青い鳥」が入っていま

した。「幸せの青い鳥」は家にいたのです。というお話です。本当の幸

せは目の前にあるのです。目の前の幸せに気づいてください。という

メッセージが聞こえてくる童話です。色々な見得（みえ）や欲。面子

（めんつ）や意地。諸々が目を曇らせるのですよ。と言われているよ

うです。気づかないと大切なものを見失ってしまうかもしれません。

とても教えられた話でした。しかし、長年教師をしていると違ったメ

ッセージが聞こえてくるようになりました。それは、魔法使いと旅に

出るまでは家には「はと」がいただけなのです。間違いなく「青い鳥」

はいませんでした。魔法使いと旅に出ます。「青い鳥」を見つけ、苦労

の末やっと捕まえます。しかし、その捕まえたはずの鳥はかごの中で

「黒い鳥」になっていたり、死んでしまったり。再び「青い鳥」を捕

まえるため旅をする。何回も挑戦する。最後まで捕まえることはでき

ないまま旅は終わってしまう。しかし、気がつくと「青い鳥」は自分

の物になっていた。「青い鳥」を捕まえに行く旅。旅こそが試練だった

のではないでしょうか。

５月になり、学年が進み与えられる役割やその責任。難しくなって

いく勉強。疲れも出てきた頃の連休。心身共にリラックスできたと思

います。一息入れて再スタートです。少年団に入っている子達は練習、

大会と忙しくなっていきます。運動会の練習もどんどん増えていきま

す。色々な場面で忙しくなっていきます。投げ出さず、最後まで挑戦

しつづけてほしいと思います。全ての挑戦が「青い鳥」を捕まえるた

めなのです。

魔法使いは旅に連れて行ってくれませんが自分で「青い鳥」を見つ

けるための旅をすることはできます。子ども達一人一人に「幸せの青

い鳥」を手に入れてほしいと思います。その旅は今、始まったばかり

です。
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今年度最初の避難訓練
５月１６日、校舎の火災を想定したグラウンドへの

避難訓練が行われ、厚岸消防署の方が適切に避難でき

ているかどうか見守ってくださいました。子どもたち

は真剣な態度で訓練に参加していました。さらにその

後、消火器を使った４年生の消火訓練の指導もしてい

ただきました。

本校では年に４回の避難訓練を実施しており､今回は

最初の訓練となりました。避難開始のアナウンスから

子どもたちの避難完了までの時間は２分３０秒でした。

児童･職員合わせて３００名程度の真小の規模を考える

と、非常に短時間で避難できたと言うことで、消防の

担当の方も驚かれていました。年４回も避難訓練を実

施する学校はそんなに多くはない（２回程度が多い）

のですが、迅速な行動ができたのはそうした地道な訓

練の成果とも言えます。

津波を想定したコンキリエまでの避難訓練も学年ご

とに日程を決めて実施している最中ですが、地震等に

よる災害は自宅にいる時間に起こる可能性も十分考え

られます。万が一、津波が起こって自宅に子どもだけ

だった場合どこに避難すればいいのか等、日ごろから

ご家庭でも安全に対処できるようお子様と確認してい

ただけるとありがたいです。

今年度 よ り 本 校に学校司書が
今 年 度 よ り 本 校 に 学 校 司 書 が 配 属 と な り ま し た 。

担 当 の 小 島 先 生 に つ い て は す で に 学 校 だ よ り 第 ２ 号

の 職 員 紹 介 で お 知 ら せ し て お り ま し た が 、 学 校 司 書

が 単 独 の 学 校 に 配 属 に な る の は 道 東 初 と な り ま す 。

学 校 司 書 の 小 島 先 生 が 着 任 し て ２ ヶ 月 と な り ま す が 、

今 ま で 混 在 し て い た 低 学 年 の 読 み 物 と 絵 本 を 分 け て

配 架 （ 図 書 室 ･図 書 館 で 本 を 分 類 に 従 っ て 棚 に 並 べ る

こ と ） し ､注 目 し て ほ し い 本 を 「 面 出 し 」（ 表 紙 を 見

せ て 飾 る こ と ） す る な ど し

て 、 子 ど も た ち も 目 的 の 本

を 探 し や す く な り ま し た 。

ま た 図 書 室 全 体 の レ イ ア ウ

ト に も 、 い ろ い ろ と 子 ど も

た ち の 興 味 ･関 心 を 高 め る 工

夫 を し て も ら っ て い ま す 。

季 節 ご と の コ ー ナ ー の 工 夫 も し て も ら え ま し た 。 現

在 は 春 と 言 う こ と で ､

「 花 と 野 菜 」 を テ ー マ

に 関 連 す る 本 を 集 め 、

展 示 し て い ま す 。 子 ど

も た ち が 読 書 を 通 し て

知 識 を 深 め た り 、 興 味

を 広 げ た り 、 想 像 の 世

界 を 楽 し ん だ り と 、 読

書 の よ さ を も っ と も っ と 感 じ て く れ た ら う れ し い で

す 。 道 東 初 と い う こ と で

周 り に 参 考 と な る 学 校 も

な く 、 試 行 錯 誤 を し な が

ら 進 め て い る 学 校 司 書 の

取 組 で す が 、 情 報 館 で の

経 験 を 生 か し た 小 島 先 生

の 働 き に 大 き く 期 待 し て

い ま す 。

児童総会がおこなわれました
５月１ ８日に児童 総会が開か れ、各委員会 の活

動計 画に対する質疑応答が行われました。それぞ

れの 委員会に対して右下の写真のように各学級の

児 童 か ら た く さ ん の

質 問 や 意 見 、 要 望 が

出 さ れ 、 各 委 員 長 が

丁 寧 に 答 え て い き ま

し た 。 質 問 等 に 関 し

て は 予 め 学 級 で 検 討

し 、 そ れ に つ い て 事

前 に 各 委 員 会 で 回 答

内容について話し合っていました。

６年生を中心に事前の準備から本番の運営まで、

子ど もたちは大変頑張っていました。児童会の活

動 が 盛 ん に な れ ば 、

子 ど も た ち の 生 活 に

も 「 も っ と こ ん な 学

校 に し て い き た い 」

と い う 目 的 意 識 が 生

まれます。

い よ い よ 始 ま っ た

今 年 度 の 児 童 会 活

動。 子どもたちが自分事として取り組み、ますま

す学 校生活が活気のあるものになっていくことを

楽しみにしています。

真龍読真龍読真龍読真龍読みみみみ 聞聞聞聞かせかせかせかせ隊隊隊隊オススメのオススメのオススメのオススメの 本本本本

え ん と つ 町 の プ ペ ル

著 者 に し の あ き ひ ろ

『 信 じ ぬ く ん だ 。 た と え ひ と り に な っ て も 』

ゴ ミ 人 間 （ プ ペ ル ） は 、 自 分 達 と は 違 う 異 質

な 存 在 と い う う わ さ で 町 中 の 嫌 わ れ 者 に な っ て し

ま い ま す 。

唯 一 の 理 解 者 で あ っ た え ん と つ そ う じ 屋 の ル ビ

ッ チ も ､プ ペ ル と 仲 良 く し て い る と い う 理 由 で 学

校 で イ ジ メ ら れ 、 と う と う プ ペ ル か ら 離 れ て い っ

て し ま い ま す 。

そ ん な 中 、 誰 に バ カ に さ れ

て も ､笑 わ れ て も 臆 せ ず に プ ペ

ル が 取 り 続 け た 行 動 と は ・ ・

・ 。

ど う し て も 周 り に 流 さ れ が

ち な 現 代 社 会 の 風 潮 の 中 、 自

分 が 信 じ た 道 を 進 む 勇 気 を 与

え て く れ る 一 冊 で す 。

真 龍 お 話 し 隊

鈴 木 直 人


